















































<13: 1 > 戦前の状況
<13: 2 -24> サムソンの召命
<13 : 25-15 : 8 >サムソンの使命と実行
く15:9 -15 : 13>対峠
<15: 14-17> 会戦
<15 : 18-20> 戦後の状況
<16: 1 -3 > 対峠(作戦準備)










土地や民を支配する (1: 2、18: 10)、戦
いにおいて相手を撃破し勝利する(1: 4、
























笠場人物の紹介 13:2 6:11 
(7ノア夫妻) (ギデオン)
笹1'車し叫こよる 13:3-5 6:12 





11:物の却備 13:15-19 6:17-20 
(子山羊と穀物) (子山羊t..{'ン)
告1，物燃え、 13:20 (五:の|の 6:21
街l使ì~í える 寄り笠から炎) (岩から火)
主の使いである 13:21 6:22a 
と認識 (7ノア) (ギデオン)
9Eの恐怖 13:22 6:22b 
(7ノア) (ギデオン)
死ななL、ことを 13:23 6:23 
↑i-fる (妻のr.i葉) (七のenl!D















































12， 13， 14， 15， 16， 17， 18， 19， 1列10: 
1， エゼ17: 2， ノ、ノて 2:6， 詩49: 5， 78: 
2，策1: 6，ダニ8: 23， I歴9: 1)使用さ
れ、その用法は以下の 2つに大別される。
9 
(1)狭義の用例(円「市 inthe technical 
sense as "Riddl巴") これは、いわゆる、
サムソンによる「謎掛けJ (門小汁.バm)
(士14: 12， 13， 16 )やペリシテ人による
「謎解き J ( 汁寸市 ..11) 土 14: 12， 13， 






謎(I列10: 1， I歴9: 1)をソロモン王が
解く場面でも動詞 11lが使われており(






明かす王( ni1明 1つD10'均 -l~ 1う口)
(ダニ8:23) J と評されている。














として使われている。他の例として、エゼ できないことである ω 二匹のジャッカルが
キエルに与えられた主の言葉(エセ'17・1-2) それぞれ走りたい方向に動くので、合力方
も挙げられる。主は、エゼキエルに対しイ 向は思い通り定まらない。 l~) ジャッカルの
スラエルの民に「謎を掛けよ(門「明「桐 )J 火は、 「麦の山から麦畑、オリーブの木から
と命じているが、彼が語った内容(エゼ17:3 葡萄畑に至るまで燃やしたJ(15 : 5)131のメ
ー10)は比l像によるがjであった。つまり、「謎を リスムス表現が描写する通り、ペ リシテ人
掛けよ」は 「たとえを語れ(うω口、ω~1 ) J の平野の広範囲に、かなりの混乱を与えた
の意味で命ぜられている。同様に、ノ、ノミク のである。 141
ク書2章6節の謎(円門市)も、それに続
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